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「お受験」言説の社会学

一 階層論 の 視点か ら見 た幼児受験 へ の 社会的視線一

小針 誠 （東京大学大学院）

鯉

　 「お 受験」とい う言葉は い まや幼稚園 ・小学校

受験の 代名 詞 になっ て い る 。 この 言葉は 、
1994

年に放送され たテ レ ビ ドラマ に 登場以来、マ ス コ

ミはじめ
一

般 の 人 々 たちの 間にも広 く共 有され る

言葉となっ た。

　 とこ ろで 、こ の 「お受験」とい う言葉は非常に珍

妙な言葉 である。「お受験」とい う言葉は 、 対幼児

の 丁寧語であると同時に、揶揄表現で もあるとい

える。実際に国立 ・私立 小学校 を受験させ ようとし

て い る保護者の 約 20％は 「過去 に小学校受験

を子どもにさせ るこ とをバ カ にされ た 経験がある」

とい う。

　 たかだか受 験がなぜ 揶揄 の 対象になるの だろ

うか 。 ある本 では幼児受験 の 意味を以 下 の ように

述 べ て い る。「お受験は
“
階級 闘争

”

です 。 少 し大

げさですが 、 お 受験をするご家庭 、特に ご両親

自身にお受験の 経験 がない 層の 人 々 は 、お子 さ

まの お 受験を成功させ ることで 、クラ
ース の 階段

を一気に駆け上が ろうと躍起 になっ て い ます 。
つ

まり、お 受験は
“

人 生 の リセ ッ トボタン
”

なの で す」

（末木佐知＋ コ マ ダムネットワ
ー

ク 1997 ：66）。

　 また同書 は過去 との 対比を通 して 、小 学 校受

験者層の変容を以下 の ように 述べ て い る。

「私 立小 学校とい うの は 、同 じ上流階級 の ご 子

息 ・ご令嬢だ けが集まる、とても閉鎖的な学び舎

だっ たの です。少し前まで は… … 。j（末木佐知

÷ コ マ ダムネッ トワ
ー

ク 1997前掲 ：203）

　 こうした「お受験」とい う表現は、詐欺事件の 被

害に遭っ た り、子 どもの 受験 にのめ り込む母 親た

ちを批判・揶揄した言葉で あると同時に、そもそも

幼児受験 にふさわしい 階層で はない （とイメ
ージ

され る）人 た ちが 「お 受験」ゲーム に 参入 し、社会

的上昇移動を遂げようとして い ることへ の 揶揄の

〈まなざし〉な の で はない だろうか。

　 こ のように捉えたとき、幼児受験と階層問題は 、

単に受験層の 階層上 の 特徴を捉える視点 ばか り

で はなく、それ ら受験層 へ の 社会的視線も含め て

考察される必 要があるように思 われる。我が 国で

は階 級 ・階層意識が 希薄化したと指摘されて久

し い が、なぜ幼児受験で は親職 （階層）の 閙題 が

注 目されるの か 。こうした幼児受験と社会階層 の

問題 は マ ス ・フ ラス トレ
ー

シ ョ ン としての 「階層 言

説 の 社会 学亅とい う新たな問題 設 定を：可能にす

る。それ を通 して現代 の 目本 人の マ ス階層 意識

まで迫ることができるの で はない だろうか 。

2．昨今の雑誌に見る　児受験　の 社会

　大衆週刊誌が相次い で 幼児受験に注 目し、そ

の社会階層を論じるようになっ たの は大凡 1987

年あたりか らで ある。これ は NHK テ レ ピドラマ 「お

入 学亅が放映されたことを契機 にしたもの と考え ら

れ るが、この 時 期以 降の 幼児受 験と社会階層言

説をまとめると以下 の ようになる。

〔表 1〕幼児受験者・有名幼稚園小 学校在 学者

に関する階層言説 （1987年 〜 1999 年 12 月）

芸 能人 、 政治家 、 財 界人 、

梨園、医師、歯科医、普通

受験者・在学者の

　 親 （父）職

の （
一

般 的・平均的・）サ ラ

リ
ー

マ ン （家庭）、 会社役員

（会社 社長 ）、ス ポ ーツ選

手 、 資産家 、 弁護士
、 会社

経営者 … ・など

裕福な家庭／上流／名家

／伝統ある家柄／大 衆化

階層関連 の

キー・ワード

／猫も杓 子も／底 辺 に拡

大／ い ろん な家庭／ 成 り

上 が り／ア ッ パ ー
階 層 に

這 い 上がろうとする新興勢

力／… など

〔註〕大衆週刊誌 156 点 よりピッ クア ッ プした

上 表 に よると、マ ス コ ミの 論じる小 学校 受験 は

「普通の サラリーマ ン 」家庭が参 入することで 「猫

も杓 子 も」お 受験 し、「大衆化 」したとい う。実際 に

「大 衆化」した の か に っ い て 、 報告者が行 っ た質

問紙調査の 結果か ら確認して みよう。

3 実 ns の 幼児受験者層の 社会階層 ・地 立

実際の 幼児受験者層の 社会的地 位は下表 （ク

ラス ター分析の 結果）で 示 され るとお りである。
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〔表 2〕小 学校受験層の 階層クラス タ
ー

の 構成

階層セ ン タ
ー

階層

クラ

ス タ

構成

（％）
世帯

収入

父 学

歴
父 職 平均 分散

A76 ．14924 ．994 ．824 ．910 ．01
17 ，04 ．942 ．384914 ．082 ，16
2 1．74 ．882 ．382 ．633 ．301 ，90
35 ，43 ．505 ，004 ，124210 ．57
47 、64 ．574 ，952 ，624 ．051 ．56
52 、33 ．182 ．183 ，272 ，880 ．37
計 100，04 ．333 ，653 ．733 ．90LO9

〔註｝同表 は 中途集計段階の 結果で ある。

　こ の ように多くの 小学校受 験 家族 は 「上 層
一

貫クラス タ
ー

」（A）に属してい ることが確認され る。

一
上層ホ ワイトカラ

ー
層間で 展 開され る幼児 受験

がなぜ 「大衆化した 」と誤認するの だろうか。

（1）過去の 報道とイメ
ージの 形 成

　幼児受験は 、そ れ 以前の 大衆雑誌 の 言説 を

通して 、「上流・一流階級」（しか もその 上 流イメー

ジが 皇室と結 び付 けられ る）限 定 とするイメ
ージ

を形成 した 。 それ は
一

部の 私 立 小 学校 （特 に学

習 院幼稚 園 ・初等 科）に の み 言及す ることで、

「幼児受験 は上流階級 に限 定されたもの 」とする

イメ
ージを規範化したことでもある。

〔表 3〕幼児受験者 ・有名幼稚園小学校在学者

に関する階層言説 （1950 年代 〜 70年代）

皇室、政治家、財界人、（一

流どこ ろ の ・一流企 業 の ）

受験者 ・在学者の サラリーマ ン （家庭）、会祉

親（父 ）職 役 員、大 学教 員、資 産家、

弁護士 、会社 経営者 … ・

など

華族 ／ 上 流 家 庭／ 上 流

階層関連の

キー・ワー
ド

階級／社会的 に地位の 高

い 人／上 流社会／親は
一

流 大学を出 て経済的に余

裕の ある家庭… など

〔註〕大衆 週 刊誌 33 点よりピッ クアッ プ した

　 確か に学習院初等科は、戦前 の 学則 によると、

基本的 に入 学者を華族 に限定して い たが 、戦前

期 の 多くの 私 立 小 学校 入学者 はホ ワイトカラー

層（新中間層俸給職）で 占め られ て い た こ とが先

行諸研 究でも明らか にされ て い る（成城小 学校

につ い て は 門脇 ・北村 1990）。従 っ て、小 学校受

験 は上層ホワイトカラ
ー層が 主力であり、 入 学考

査 を巡 っ ては 上層ホ ワイトカラ
ー

層間の 葛藤・競

争であることに今 も昔も基本的 に変わりはない の

である。しか し、戦後の 高学歴 化とそれ に伴う職

業構造の 変容 は、ホワイトカラ
ー

の 「選抜度指数」

を大きく低 下させ た。昭和初期 に入学試験 が導

入された頃の 成城小 学校の ホワイトカラ
ー

選抜

度指数は 5．2（成城 小学校入学層と東京府 内の

専門・事務・保 安との 比 一1930 年）であるの に対

して 、現在 の 小 学校受験者層の それ に 2．3（小

学校受 験層 と東京都 内 の 専 門・管理 7事務 との

比 一1995 年）である。つ まり、ホ ワイトカラ
ー

層の

増大に伴う「選抜度指数」の 低 下は、それまで の

「一流 の サラリーマ ン 」が 「ふ つ うの サラリーマ ン 」

として 人 々 の 目に映 るようになっ て しまっ たの で

はない だろうか。社会 におい てホワイトカラ
ー

（専

門・管理 ・事務）が増大すれ ば、ホ ワイトカラーが

私立 小学校に入学する稀少性 は大きく減 じるの

で ある。 ゆえに 、国私 立有名幼稚園・小 学校を受

験する予定の 上 層ホ ワイトカラー層が ：「ごくふ つ

う」に見える〈まなざし〉はご く自然 の ことと言 える

の で はない だろうか 。

（2）マ イナ ーな層 へ の 注 目

　 これは非
一

貫 の 社会的 地位 に属するクラス タ

ー
や地 位指標が 「ふ つ うjの クラス ターに 当て は

まる小学校 受験家族の みを取り上げて論じること

で 、 大衆化イメ
ージが形成されたとする見方で あ

る。すなわち、幼児受験の 大衆化イメ
ージは 、地

位 が
一

貫して い ない （とみられる）特定の 社会集

団の 国 ・私立 小学校 志向が社会的に大きく注 目

されるようになっ たこ とが挙 げられる 。 そ の 最た る

集団が芸 能 ・ス ポー
ツ 関係者で あろう．

’　1980 年

代 以 降、大衆女 性週 刊誌は 、芸能 ・ス ポーツ 関

係者子 弟 の 幼児受験・有名 幼稚 園・小 学校入 学

を芸 能記事として 大きく取り上 げるようになっ た。

この 芸 能 ・
ス ポ ーツ 関係 者 とい っ た社会集 団は

収入 が 高くても、 必 ずしも学歴 が高い とは限らな

い 。む しろ芸能・ス ポ
ー

ツ関係 者は 学歴と無 関係

な業績主義 、 または 梨園の ように学歴とは 無関

係の 極端な属性 主義が重視される傾 向が強い 。

　（3）産 業化仮説め誤謬

幼児受験の 「大衆化仮説」は、教育機会とは基礎

財 で あり、産業化の 進展 とともに 、 広く開かれ ると

い う産業化 仮説 が前提 となっ てい る。 基礎財 ・上

級財の 価値判断は飽くまで 相対的なもの で あり、

たとえば高校進 学率 に見られ るように t一大衆化 ・

普遍 化 の 進行 とともに、か つ て の 上級財は 基礎

材 へ と変容する。しかし小学校受験に限 っ て 言え

ば、飽くまで 「上層ホワイトカラ
ー

層」の 特権である

ことに は今も昔も変わ らない の で ある。
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